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 要  旨 
 ハミング距離検出回路は，類似性を表す尺度の一つであるハミング距離に基づ
いて情報検索を行う回路であり、この回路を用いるとあいまいさを含む柔軟な情 
報検索が可能となり、パターン認証、データベース検索エンジンなどの分野に応
用すると有効である。 
従来ハミング距離検出回路では、柔軟な情報処理システムを実現するために開
発さらたニューロンMOS (νMOS)インバータを活用することによって、ハミング距
離検出回路を実現してきた[1]。νMOSインバータはCMOSインバータにνMOSトラン
ジスタを用いることで構成される。νMOS トランジスタは通常のMOS トランジス
タのゲート電極にコンデンサを複数個つないだものである。複数のコンデンサに
入力される電圧はコンデンサの容量との積和演算され、MOSトランジスタのゲート
電極に入力される。複数入力でMOSトランジスタのゲート電極への入力電圧を制御
可能なデバイスである。νMOSにおいて演算が電圧モードで行われるため、電力消
費が少なく、従来ハミング距離検出回路の特徴として知られている。しかし、コ
ンデンサを用いることによって集積回路実装には多大なチップ面積や遅延が発生
してしまう欠点がる。これにより、長いビットの回路の実現が困難となる。 
 本研究では、従来回路の欠点を改善するために、νMOSインバータの代わりに
PMOSとNMOSトランジスタの特性をフールに活用するハミング重みコンパレー
タ[2]を用いることにした。改善後のハミング距離検出回路の回路構成において、
ハミング重みコンパレータ以外は従来回路と同様の構成を有する。2つのnビット
のバイナリ入力データが並列にn個の2入力EXNORゲートアレイに入力され、ビッ
トごとの一致 /不一致に対応したハミング距離信号が出力される。ハミング距離信
号と参考距離信号はハミング重みコンパレータによって比較される。最終的に入
力データ間のハミング距離が、目的に応じて設定する参照距離以内であることを
示す信号が出力される。  
評価を行うために全体回路のレイアウト設計を行った。レイアウトによる
HSPICEのポストシミュレーション結果より、伝播遅延、消費電力や面積の改善が
確認できた。8ビットの場合、面積が従来回路より約87%の削減が確認できた。キ
ャパシタを用いたνMOSの従来回路に対して、NMOS及びPMOSトランジスタを
用いた本研究の有効性が示された。  
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